
小樽市の取組② 中核校：小樽市立稲穂小学校
指定校：小樽市立花園小学校、西陵中学校、菁園中学校、

「社会に開かれた教育課程」の実現に向けた学校改善

取組

成果

(4) 教員の資質・能力の向上

◇ICT活用指導力の向上
取組１：実物投影機との連動、jamboard、デジタル教科書、デジタルドリルの有効活

用等のミニ研修実施
取組２：端末を活用した一人一回の授業公開
取組３：外部講師による学習会の実施（端末活用実践例・デジタル教科書の活用）

◇個別最適な学びに向けた取組
取組１：「個別最適な学び」「協働的な学び」を位置付けた授業公開
取組２：外部講師による学習会の実施（令和の日本型学校教育・ユニバーサルデザイ

ンを取り入れた学級・教科経営）

図や写真、動画等を活用したことにより、生
徒の興味・関心を高め、分かりやすい授業づく
りに向けた指導力の向上につながった。また、
生徒の特性に応じた活用や反復学習、課題設定
等の活用について理解が深まった。

【研修の様子】



質の高い教育活動を持続的に行う働き方改革の実施

成果

取組

◇校務支援システムの活用

・校務支援システムの活用に関する研修会の実施（校内・連携４校）

・掲示板の活用によるミーティング時間の短縮

・共有フォルダの活用による会議のペーパーレス化

・データ（出席簿・調査書・通知表・指導要録等）の共有化による作業の軽減

・出退勤管理による働き方改革の推進（勤務時間の「見える化」等）

(3) 業務の効率化に向けた取組の充実

校務支援システムの活用により、
印刷などの準備やミーティング時
間の短縮につながった。また、デ
ータを共有し、関連付けることで
業務の合理化を推進することがで
きた。特に通知表や調査書、要録
等へのデータの共有は作業の軽減
と点検時間の短縮に有効であった。

【校務支援システムの校内掲示板の画面】


